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新
年
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
様
に
は
、
お
元
気
で
新

春
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
と
お
慶
び
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

昨
年
、
日
本
経
済
は
、
緩
や
か
な
回
復
傾
向
を
見
せ
、
イ
ン
フ
レ
2
％
は
達

成
し
な
い
ま
で
も
、
実
質
的
に
は
、
デ
フ
レ
で
な
い
と
の
見
方
も
さ
れ
て
き
ま

し
た
。
し
か
し
、
地
方
は
、
円
安
に
伴
う
輸
入
品
高
や
人
手
不
足
等
で
苦
戦
を

し
て
い
る
中
、
新
た
な
三
本
の
矢
で
一
億
総
活
躍
社
会
へ
、
さ
ら
に
ガ
ン
バ
ロ

ウ
と
の
声
が
か
か
っ
て
お
り
ま
す
。

　

本
道
水
産
業
界
も
、
こ
の
間
、
努
力
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
台

風
・
低
気
圧
な
ど
の
悪
天
候
に
よ
り
、
大
宗
漁
業
の
ホ
タ
テ
や
秋
サ
ケ
で
大
き

く
生
産
が
減
少
し
ま
し
た
。
サ
ン
マ
も
大
幅
減
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
幸
い
魚

価
高
で
水
揚
げ
金
額
は
、
3
、
0
0
0
億
円
台
を
維
持
で
き
そ
う
で
す
が
、
消

費
者
の
サ
カ
ナ
離
れ
が
心
配
に
な
り
ま
す
。

　

迎
え
た
、
平
成
28
年
は
、
本
道
水
産
業
界
の
転
換
点
に
な
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
北
洋
漁
業
の
代
名
詞
と
も
い
う
べ
き
、
ロ
シ
ア
水
域
で
の
サ
ケ
・

マ
ス
流
し
網
漁
業
途
絶
へ
の
対
策
、
T
P
P
大
筋
合
意
へ
の
対
策
、
道
の
日
本

海
振
興
対
策
、
国
の
浜
プ
ラ
ン
等
を
も
と
に
、
持
続
可
能
な
操
業
体
制
の
構
築

や
消
費
者
の
国
産
水
産
物
選
択
へ
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
確
実
に
推
進
し
て
い

く
べ
き
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

加
え
て
、
３
月
の
北
海
道
新
幹
線
開
業
が
道
南
へ
の
経
済
波
及
に
と
ど
ま
ら

ず
、
北
海
道
全
体
に
及
ぶ
よ
う
官
民
あ
げ
て
の
取
り
組
み
が
必
要
と
さ
れ
る
中

で
、
内
外
か
ら
の
来
道
客
へ
の
道
産
水
産
物
の
消
費
拡
大
、
さ
ら
に
、
輸
出
の

拡
大
へ
と
水
産
業
界
と
し
て
も
、
そ
の
一
翼
を
担
う
役
割
が
期
待
さ
れ
て
お
り

ま
す
。

　

す
で
に
浜
は
、
そ
れ
ぞ
れ
自
ら
動
い
て
、
努
力
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
国
・

道
の
施
策
、
資
金
支
援
と
も
相
ま
っ
て
、
そ
の
成
果
が
一
層
上
が
る
よ
う
、
本

会
と
し
て
も
生
産
を
支
え
る
漁
業
就
業
対
策
を
は
じ
め
、
漁
業
経
営
の
安
定
対

策
、
資
源
の
維
持
増
大
、
消
費
拡
大
、
漁
港
・
漁
村
の
整
備
、
ロ
シ
ア
と
の
関

係
漁
業
交
渉
等
を
関
係
機
関
・
団
体
と
密
接
な
連
携
を
取
り
な
が
ら
進
め
て
参

り
ま
す
。
会
員
皆
様
方
の
ご
支
援
と
ご
理
解
を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
、
新

年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
致
し
ま
す
。

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ�

一
般
社
団
法
人　

北
海
道
水
産
会　
　

代
表
理
事
会
長　

川
崎 

一
好
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平
成
28
年
１
月
12
日
（
火
）
に
「
２
０
１
６
年　

新
年
の

集
い
」
を
開
催
致
し
ま
し
た
。

　

系
統
団
体
長
・
会
員
団
体
長
を
は
じ
め
、
常
勤
役
員
の
方
々
、

ご
来
賓
と
し
て
荒
川
道
副
知
事
、
山
崎
水
産
林
務
部
長
、
水

産
林
務
部
幹
部
の
皆
様
、
総
勢
約
90
名
の
方
々
が
出
席
さ
れ

ま
し
た
。

　

主
催
者
挨
拶　

一
般
社
団
法
人
北
海
道
水
産
会

�

代
表
理
事
会
長　

川 

崎 

一 

好
　  

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
様
に
は
、
健
や
か
に

新
年
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と

と
、
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。

　

昨
年
の
北
海
道
水
産
業
界
は
本
当
に
難
し
い
一
年
で
し
た
、

ロ
シ
ア
２
０
０
海
里
内
の
さ
け
・
ま
す
流
し
網
漁
業
禁
止
、

T
P
P
大
筋
合
意
、
台
風
・
低
気
圧
に
よ
る
災
害
等
あ
り
ま

し
た
が
、
国
・
道
の
指
導
と
皆
様
の
ご
協
力
で
な
ん
と
か
乗

り
越
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
今
年
は
、「
申
」
年
で
す
、

良
い
年
に
な
る
と
期
待
し
て
お
り
ま
す
が
、
結
果
は
大
晦
日

に
な
ら
な
い
と
分
か
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
漁
業
者
は
漁
業

を
継
続
す
る
し
か
な
い
の
で
す
。
関
連
業
界
の
皆
様
を
は
じ

め
、
行
政
、
関
係
団
体
に
一
層
の
ご
協
力
と
ご
支
援
を
お
願

い
致
し
ま
し
て
、
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

ご
来
賓
挨
拶

�

北
海
道
副
知
事　

荒 

川
　
裕 

生
　

　

昨
年
は
、
台
風
と
低
気
圧
に
よ
る
災
害
、

サ
ン
マ
・
イ
カ
の
不
漁
が
あ
っ
た
が
、
魚
価

高
に
よ
り
生
産
額
は
、
3
、
0
0
0
億
円
の

維
持
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

　

国
際
的
に
は
、
ロ
シ
ア
２
０
０
海
里
内
に

お
け
る
さ
け
・
ま
す
流
し
網
漁
業
の
禁
止
や

T
P
P
大
筋
合
意
等
、
大
き
な
問
題
に
直
面

し
た
一
年
で
し
た
。

　

明
る
い
話
題
と
し
て
は
、
道
産
水
産
物
の

輸
出
が
６
０
０
億
円
を
超
え
る
勢
い
と
な
り

ま
し
た
。
安
心
・
安
全
な
道
産
水
産
物
を
更

に
P
R
し
、
輸
出
拡
大
を
推
進
し
ま
す
。

　

加
え
て
、
道
と
し
て
は
、
水
産
業
界
が
将

来
に
わ
た
っ
て
魅
力
あ
る
産
業
と
し
て
発
展

す
る
こ
と
を
、
今
日
お
集
り
の
皆
様
方
と
連

携
し
、
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

２
０
１
６
年　

新
年
の
集
い

横内会長の乾杯鎌田組合長のスピーチ 濱野理事長のスピーチ
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�

北
海
道
水
産
林
務
部
長　

山 

崎
　
峰 

男
　

　

本
道
水
産
業
界
に
昨
年
は
本
当
に
い
ろ
い
ろ
な
事

が
起
き
ま
し
た
。
10
年
、
20
年
に
一
度
と
い
う
よ
う

な
大
変
な
時
期
に
水
産
林
務
部
長
を
拝
命
し
、
改
め

て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

諸
課
題
の
対
策
は
、
昨
年
末
に
対
応
が
決
定
し
、

残
る
は
、
そ
れ
を
浜
の
た
め
に
実
行
し
て
行
く
と
い

う
こ
と
と
、
最
後
の
詰
め
を
誤
ら
な
い
よ
う
一
生
懸

命
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　

今
年
は
、「
申
」
年
で
す
、
昨
年
の
災
い
等
は
、「
去

る
」
と
い
う
こ
と
、
ま
た
、「
申
」
年
で
す
の
で
、
ぴ

ょ
ん
ぴ
ょ
ん
跳
ね
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
木

か
ら
落
ち
な
い
よ
う
に
気
を
付
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
本
道
水
産
業
界
の
発
展
を

ご
祈
念
致
し
ま
し
て
、
あ
い
さ
つ
と
致
し
ま
す
。

中田水産局長による幹部の紹介

会場の様子

山崎部長による挨拶と三本締め

幹部の紹介

三本締め
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２
０
１
６
年
北
方
四
島
周
辺
海
域
の
操
業
に
係
る
日
ロ
漁
業
交
渉

　

北
方
四
島
周
辺
海
域
に
お
け
る
２
０
１
６
年
の
操
業
条
件
を
決
め
る
民
間
交

渉
は
、
本
会
の
髙
橋
副
会
長
を
交
渉
団
長
に
11
月
９
日
か
ら
12
日
の
４
日
間
の

日
程
で
モ
ス
ク
ワ
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

日
本
側
出
席
者
は
、
髙
橋
団
長
の
ほ
か
北
方
四
島
周
辺
海
域
操
業
対
策
協
議

会
会
長
田
中
勝
博
氏
（
羅
臼
漁
協
組
合
長
）、
大
日
本
水
産
会
チ
ー
フ
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
阿
部
勇
氏
と
、
協
議
会
事
務
局
藤
本
巧
氏
（
羅
臼
漁
協
指
導
部
次
長
）、

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
に
外
務
省
欧
州
局
ロ
シ
ア
課
田
中
事
務
官
、
水
産
庁
資
源
管
理

部
国
際
課
佐
々
木
調
査
官
、
佐
藤
国
際
係
長
、
在
ロ
シ
ア
日
本
国
大
使
館
郡
参

事
官
、
新
村
一
等
書
記
官
、
道
庁
水
産
林
務
部
漁
業
管
理
課
中
島
国
際
漁
業
担

当
課
長
、
今
泉
主
査
の
計
11
名
。
対
す
る
ロ
シ
ア
側
出
席
者
は
、
シ
マ
コ
フ
連

邦
漁
業
庁
国
際
協
力
局
長
を
代
表
に
、
ヴ
ォ
ル
コ
フ
連
邦
保
安
庁
国
境
警
備
局

海
洋
生
物
資
源
保
護
部

次
長
以
下
９
名
。

　

協
議
は
、
操
業
条
件

と
し
て
、
漁
獲
量
、
漁

期
、
操
業
隻
数
、
協
力

金
、
ロ
シ
ア
側
見
学
者

の
派
遣
条
件
や
双
方
の

操
業
秩
序
問
題
な
ど
が

話
し
合
わ
れ
、
表
１
の

と
お
り
２
０
１
５
年
と
同
様
の
内
容
で
合
意
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

２
０
１
６
年
日
ロ
地
先
沖
合
漁
業
に
係
る
取
り
組
み

　

２
０
１
６
年
の
日
露
双
方
の
２
０
０
海
里
地
先
沖
合
で
の
操
業
条
件
を
決
め
る

「
日
ソ
地
先
沖
合
漁
業
協
定
」
に
基
づ
く
日
ロ
漁
業
委
員
会
第
32
回
会
議
は
、
12

月
７
日
か
ら
モ
ス
ク
ワ
に
お
い
て
12
月
16
日
ま
で
の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
先
立
ち
、
北
海
道
水
産
会
は
、
関
係
業
界
と
と
も
に
道
及
び
国
に
対

す
る
要
請
活
動
を
11
月
19
、
20
日
の
両
日
に
行
い
ま
し
た
。

　

２
０
１
６
年
の
操
業
条
件
整
備
に
あ
た
っ
て
は
、
本
道
周
辺
水
域
の
資
源
状

態
が
依
然
と
し
て
好
転
の
兆
し
が
見
え
な
い
こ
と
や
国
内
市
場
で
の
魚
価
の
低

迷
な
ど
漁
業
経
営
が
逼
迫
し
て
い
る
現
状
を
考
慮
し
、
出
漁
漁
船
の
経
営
維
持

が
図
ら
れ
る
よ
う
水
産
庁
、
外
務
省
及
び
道
内
選
出
国
会
議
員
等
に
強
く
要
請

し
ま
し
た
。

　

交
渉
は
、
日
本
政
府
代
表
の
浅

川
京
子
水
産
庁
資
源
管
理
部
長
と

ロ
シ
ア
政
府
代
表
の
サ
フ
チ
ュ
ク

P
．S
．連
邦
漁
業
庁
副
長
官
の
間

で
進
め
ら
れ
、
日
露
双
方
の

２
０
０
海
里
水
域
に
お
け
る
相
手

国
漁
船
の
漁
獲
割
当
量
等
の
操
業

条
件
に
つ
い
て
協
議
が
行
わ
れ
、

12
月
16
日
に
相
互
入
漁
の
漁
獲
割

当
量
が
前
年
に
比
べ
1
．7
％
増

加
の
内
容
で
妥
結
し
ま
し
た
。

　

主
な
魚
種
別
で
は
前
年
に
比

べ
、
ス
ケ
ト
ウ
ダ
ラ
が
66
．6
％

表
１　

合
意
内
容

漁
業
種
類

漁　
獲　
量

操
業
隻
数

操　

業　

期　

間

す
け
と
う
だ
ら
刺
し
網
漁
業

九
一
二
ト
ン

二
〇
隻
一
月
一
日
～
三
月
十
五
日

ほ
っ
け
刺
し
網
漁
業

一
、〇
六
〇
ト
ン

二
〇
隻
九
月
十
六
日
～
十
二
月
三
十
一
日

た
こ
空
釣
り
漁
業

二
〇
八
ト
ン

八
隻
一
月
一
日
～
一
月
三
十
一
日

十
月
十
六
日
～
十
二
月
三
十
一
日

漁
業
協
力
金　

二
、一
三
〇
万
円　
　

機
材
供
与　

二
、一
一
〇
万
円
相
当

平
成
27
年
度
後
期
活
動
の
あ
ら
ま
し北方四島周辺海域民間交渉・署名式

外務省へ要望

水産庁浅川資源管理部長へ要望

水産庁香川次長へ要望

北海道水産林務部山崎部長へ要望
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の
減
少
の
一
方
、
イ
カ
は
4
．3
％
の
増
加
、
サ
ン
マ
は
3
．2
％
の
増
加
と
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
協
力
費
も
27
．0
％
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

　

有
償
入
漁
は
前
年
に
比
べ
、
漁
獲
割
当
量
が
51
．6
％
の
減
少
に
伴
い
、
ロ

シ
ア
側
に
支
払
う
見
返
り
金
は
61
．5
％
減
少
の
内
容
で
合
意
さ
れ
ま
し
た（
表

２
、３
）。
総
体
的
に
は
、
日
本
側
の
関
係
団
体
の
要
望
が
大
筋
で
反
映
さ
れ
た

内
容
と
な
り
ま
し
た
。

　

交
渉
妥
結
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
政
府
代
表
を
は
じ
め
代
表
団
の
皆
様
方
の
ご

労
苦
に
対
し
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

表
２　

二
〇
一
六
年
の
ロ
シ
ア
二
〇
〇
海
里
水
域
に
お
け
る
日
本
漁
船
の
操
業
条
件

（
一
）相
互
入
漁（
相
手
国
の
二
〇
〇
海
里
内
で
漁
獲
す
る
量
が
お
互
い
に
等
量
で
操
業
す
る
も
の
）

区　
　

分

二
〇
一
六
年

二
〇
一
五
年

増　
　

減

漁

獲

割

当

量

六
三
、四
五
五
．九
ト
ン

六
二
、三
九
五
．八
ト
ン

一
、〇
六
〇
．一
ト
ン

主な魚種
さ

ん

ま

五
三
、〇
二
〇
ト
ン

五
一
、三
七
〇
ト
ン

一
、六
五
〇
ト
ン

す
け
と
う
だ
ら

五
〇
〇
ト
ン

一
、五
〇
〇
ト
ン

▲
一
、〇
〇
〇
ト
ン

い

か

七
、三
〇
九
ト
ン

七
、〇
〇
七
ト
ン

三
〇
二
ト
ン

ま

だ

ら

一
、一
〇
八
．八
ト
ン

一
、一
〇
八
．八
ト
ン

〇
ト
ン

協

力

金

四
億
一
、八
一
四
．四
万
円

三
億
二
、九
一
三
．四
万
円

八
、九
〇
一
万
円

（
二
）有
償
入
漁（
日
本
漁
船
が
ロ
シ
ア
側
に
入
漁
料
を
支
払
い
操
業
す
る
も
の
）

区　
　

分

二
〇
一
六
年

二
〇
一
五
年

増　
　

減

漁

獲

割

当

量

一
、〇
四
四
．七
ト
ン

二
、〇
二
六
ト
ン

▲
九
八
一
．三
ト
ン

見

返

り

金

額

三
、三
六
八
．四
万
円

八
、七
四
三
．五
万
円

▲
五
、三
七
五
．一
万
円

表
３　

二
〇
一
六
年
の
日
本
二
〇
〇
海
里
水
域
に
お
け
る
ロ
シ
ア
漁
船
の
操
業
条
件

区　
　

分

二
〇
一
六
年

二
〇
一
五
年

増　
　

減

漁

獲

割

当

量

六
三
、四
五
五
．九
ト
ン

六
二
、三
九
五
．八
ト
ン

一
、〇
六
〇
．一
ト
ン

主な魚種
さ

ん

ま

八
、六
五
〇
ト
ン

二
一
、二
九
九
．八
ト
ン

▲
一
二
、六
四
九
．八
ト
ン

い
と
ひ
き
だ
ら

二
七
、八
〇
〇
ト
ン

二
七
、八
〇
〇
ト
ン

〇
ト
ン

い
わ
し
・
さ
ば

二
七
、〇
〇
五
．九
ト
ン

一
三
、二
九
六
ト
ン

一
三
、七
〇
九
．九
ト
ン

国
費
予
算
等
の
措
置
に
係
る
活
動

　

平
成
27
年
度
の
自
由
民
主
党
北
海
道
支
部
連
合
会
及
び
公
明
党
北
海
道
本
部

並
び
に
民
主
党
北
海
道
総
支
部
連
合
会
と
漁
協
系
統
団
体
・
本
会
等
が
意
見
交

換
を
す
る
政
策
懇
談
会
が
９
月
以
降
11
月
迄
に
相
次
い
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

本
会
は
、
本
道
漁
業
・
漁
村
の
振
興
発
展
を
図
る
た
め
、
北
海
道
漁
業
に
お
け

る
当
面
の
課
題
に
つ
い
て
漁
協
系
統
団
体
と
と
も
に
、
漁
業
経
営
の
窮
状
を
訴

え
る
と
と
も
に
、
明
年
度
の
国
費
予
算
編
成
に
向
け
た
要
請
を
行
い
ま
し
た
。

　

自
民
党
道
連
と
の
政
策
懇
談
会
は
10
月
６
日
に
北
海
道
議
会
第
２
委
員
会
室

で
開
催
さ
れ
、
道
議
会
議
員
等
が
出
席
し
た
中
、
本
会
か
ら
は
髙
橋
代
表
理
事

副
会
長
が
出
席
し
、
さ
け
・
ま
す
や
ひ
ら
め
、
ま
つ
か
わ
等
の
栽
培
漁
業
の
推

進
、
漁
港
・
漁
場
の
整
備
促
進
、
水
産
基
盤
整
備
の
予
算
確
保
や
北
洋
さ
け
・

ま
す
漁
業
へ
の
支
援
な
ど
に
つ
い
て
要
望
す
る
と
と
も
に
、
系
統
団
体
か
ら
は

北
海
道
漁
業
協
同
組
合
連
合
会
の
西
代
表
理
事
副
会
長
、
北
海
道
信
用
漁
業
協

同
組
合
連
合
会
の
末
岡
代
表
理
事
副
会
長
な
ど
が
出
席
し
、
日
本
海
漁
業
等
の

資
源
増
大
・
管
理
対
策
、
担
い
手
確
保
や
漁
業
金
融
対
策
等
の
漁
業
経
営
の
体

質
強
化
対
策
、
ト
ド
等
有
害
生
物
に
よ
る
漁
業
被
害
対
策
や
水
産
多
面
的
機
能

発
揮
対
策
事
業
の
拡
大
等
の
豊
か
で
安
全
な
漁
場
環
境
づ
く
り
対
策
に
つ
い
て

要
望
し
ま
し
た
。

　

意
見
交
換
で
は
、
ロ
シ
ア
２
０
０
海
里
水
域
に
お
け
る
さ
け
・
ま
す
流
し
網

漁
業
の
禁
止
に
伴
う
対
策
、
公
海
等
に
お
け
る
さ
ん
ま
資
源
の
国
際
的
な
管
理

強
化
、
老
朽
漁
船
の
対
策
な
ど
の
必

要
性
が
検
討
さ
れ
ま
し
た
。

　

民
主
党
北
海
道
総
支
部
連
合
会
と

の
政
策
懇
談
会
は
９
月
29
日
、
公
明

党
北
海
道
本
部
と
の
政
策
懇
談
会
は

11
月
14
日
に
そ
れ
ぞ
れ
関
係
者
が
出

席
し
、
同
様
の
内
容
で
実
施
さ
れ
ま

し
た
。

公明党北海道本部懇談会

自民党道連懇談会水産会・系統団体

自民党道連懇談会道議会議員

民主党北海道総支部連合会懇談会

自民党道連懇談会水産会・系統団体

自民党道連懇談会道議会議員
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平
成
27
年
12
月
15
日
に
平
成
27
年
度
第
３
回
理
事
会
を
開
催
致
し
ま
し
た
。

　
議
案
第
１
号

　

�「
平
成
27
年
度
上
半
期
貸
借
対
照
表
、
損
益
計
算
書
（
正
味
財
産
増
減
計
算

書
）、貸
借
対
照
表
及
び
損
益
計
算
書
（
正

味
財
産
増
減
計
算
書
）
の
附
属
明
細
書
、

財
産
目
録
の
承
認
に
つ
い
て
」

議
案
第
２
号

　

�「
特
定
個
人
情
報
取
扱
規
程
の
新
規
制
定

に
つ
い
て
」

議
案
第
３
号

　

�「
文
書
保
存
・
管
理
規
程
の
一
部
改
正

に
つ
い
て
」

議
案
第
４
号

　

�「
国
際
漁
業
再
編
対
策
に
係
る
事
業
実

施
主
体
に
つ
い
て
」

報
告
事
項
第
１
号

　

�「
平
成
27
年
度
上
半
期
事
業
報
告
、
事

業
報
告
の
附
属
明
細
書
に
つ
い
て
」

報
告
事
項
第
２
号

　

�「
平
成
28
年
［
新
年
の
集
い
］
の
開
催
に
つ
い
て
」

　

い
づ
れ
の
議
案
も
原
案
の
と
お
り
、
承
認
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

トピック 1

監事報告 川崎会長挨拶各理事

ロ
シ
ア
人
ほ
っ
け
研
究
者
の
来
道

　

サ
ハ
リ
ン
漁
業
・
海
洋
科
学
調
査
研
究
所
（
サ
フ
ニ
ロ
）

の
研
究
者
が
北
方
四
島
周
辺
海
域
操
業
ほ
っ
け
刺
し
網
漁
業

の
試
験
的
操
業
に
参
加
す
る
た
め
、
平
成
27
年
９
月
26
日
に

来
道
し
10
月
10
日
ま
で
滞
在
し
ま
し
た
。
試
験
的
操
業
と
研

究
者
の
受
入
れ
は
、
日
ロ
民
間
交
渉
で
締
結
さ
れ
た
了
解
覚

書
に
基
づ
き
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

来
道
し
た
ベ
レ
ズ
ニ
ョ
フ
・
チ
ム
ー
ル
氏
は
27
歳
の
若
手

科
学
者
で
、「
試
験
的
操
業
は
サ
フ
ニ
ロ
に
と
っ
て
、
ほ
っ
け

資
源
に
関
す
る
デ
ー
タ
を
得
ら
れ
る
貴
重
な
機
会
で
あ
る
。

自
分
に
と
っ
て
も
非
常
に
有
意
義
で
あ
る
。
初
め
て
の
北
海

道
で
あ
り
楽
し
み
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

同
氏
は
操
業
船
に
乗
船
し
て
漁
場
に
赴
き
、
船
上
で
漁
獲

さ
れ
た
ホ
ッ
ケ
を
計
測
す
る
な
ど
の
デ
ー
タ
収
集
を
行
っ
た

ほ
か
、
混
獲
状
況
な

ど
を
確
認
し
ま
し

た
。
そ
し
て
、「
日

本
の
沿
岸
漁
業
は
非

常
に
興
味
深
い
。
冬

の
流
氷
が
発
生
す
る

時
期
の
操
業
に
も
関

心
が
あ
る
の
で
、
機

会
が
あ
れ
ば
ま
た
来

道
し
た
い
」
と
の
言

葉
を
残
し
て
帰
国
し

ま
し
た
。

来道したベレズニョフ氏（ユジノサハリンスク生まれ）

平
成
27
年
度��

北
海
道
水
産
会
第
三
回
理
事
会
開
催
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魚
食
普
及
・
食
育
P
R
活
動

　

一
般
社
団
法
人　

北
海
道
水
産
会
の
「
平
成
27
年
度　

魚
食
普
及
・
食
育

P
R
活
動
」
と
し
て
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
平
成
28
年
１
月
末
ま
で
の
10
ヶ
月
間
に

函
館
市
他
延
べ
９
カ
所
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
共
催
相
手
の
内
訳
は
、
石
狩
・

後
志
、
檜
山
、
お
よ
び
渡
島
管
内
漁
業
士
会
の
延
べ
４
件
、
北
見
地
区
漁
協
女

性
部
連
絡
協
議
会
の
１
件
、
そ
し
て
北
見
、
宗
谷
、
渡
島
お
よ
び
根
室
地
区
漁

協
青
年
部
連
絡
協
議
会
の
計
４
件
の
合
計
９
件
で
す
。
今
年
度
は
漁
協
青
年
部

連
絡
協
議
会
と
の
共
催
が
多
い
の
が
特
徴
で
す
。
各
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
て
く

れ
た
人
達
は
、
小
学
生
か
ら
成
人
ま
で
の
幅
広
い
年
齢
層
で
し
た
。
最
近
の
特

徴
と
し
て
は
小
学
校
、大
学
な
ど
の
教
育
施
設
で
行
う
こ
と
が
増
え
て
い
ま
す
。

講
師
は
女
性
部
員
、
青
年
部
員
お
よ
び
漁
業
士
会
員
な
ど
が
担
当
し
、
浜
の
料

理
等
を
紹
介
し
ま
し
た
。
昨
年
度
初
め
て
行
わ
れ
た
旭
川
調
理
師
専
門
学
校
で

の
出
前
授
業
は
、
今
年
度
も
学
校
側
の
希
望
に
よ
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

根
室
地
区
漁
協
青
年
部
連
絡
協
議
会
と
の
イ
ベ
ン
ト
は
料
理
教
室
で
は
な
く
講

習
会
と
し
て
の
開
催
で
、
組
織
内
会
員
を
対
象
と
し
ま
し
た
。

　

料
理
食
材
と
し
た
魚
介
藻
種
と
し
て
最
も

多
い
の
が
サ
ケ
（
６
件
）
で
、
以
下
ホ
タ
テ

ガ
イ
（
６
件
）、イ
カ
（
２
件
）、コ
ン
ブ
（
２

件
）、
ミ
ズ
タ
コ
（
１
件
）、
ス
ケ
ト
ウ
ダ
ラ

（
１
件
）、
ア
ワ
ビ
（
１
件
）、
ブ
リ
（
１
件
）、

ニ
シ
ン
（
１
件
）
の
順
で
し
た
（
重
複
あ
り
）。

函
館
大
谷
短
大
で
の
出
前
授
業
で
は
最
近
多

獲
さ
れ
る
ブ
リ
が
材
料
と
さ
れ
、
北
海
道
の

漁
獲
傾
向
が
反
映
さ
れ
ま
し
た
。

　

宗
谷
地
区
漁
協
青
年
部
連
絡
協
議
会
に
よ

る
旭
川
調
理
師
専
門
学
校
で
の
出
前
授
業
で
は
、

学
生
は
漁
協
青
年
部
連
絡
協
議
会
か
ら
提
供
さ
れ

た
新
鮮
な
魚
介
藻
類
を
材
料
と
し
て
浜
料
理
で
は

な
い
各
種
の
料
理
を
提
案
し
ま
し
た
。
調
理
師
学

校
を
修
了
し
た
後
、
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
の
飲
食
業

界
で
働
く
こ
と
が
多
い
学
生
が
、
本
道
の
新
鮮
な

魚
介
藻
類
を
積
極
的
に
使
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
願

わ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

今
年
も
サ
ケ
と
ホ
タ
テ
の
料
理
が
多
い
結
果
に

な
り
ま
し
た
が
、
本
道
各
地
の
主
要
魚
介
藻
類
を

見
て
み
る
と
、
ス
ケ
ト
ウ
ダ
ラ
、
サ
ン
マ
、
ホ
ッ

ケ
お
よ
び
カ
レ
イ
類
な
ど
も
食
材
と
し
た
い
と
こ

ろ
で
す
。
今
年
度
は
ス
ケ
ト
ウ
ダ
ラ
や
ブ
リ
が
登

場
し
ま
し
た
。
次
の
新
た
な
魚
種
の
登
場
に
期
待

し
ま
す
。
ま
た
、
ス
ロ
ー
フ
ー
ド
と
対
極
に
あ
る

缶
詰
や
フ
ァ
ス
ト
フ
ィ
ッ
シ
ュ
商
品
を
工
夫
・
利

用
し
た
ア
イ
デ
ア
料
理
な
ど
の
提
案
も
あ
っ
て
良

い
で
し
ょ
う
。
漁
業
士
会
、
女
性
部
、
青
年
部
の

皆
様
、
良
い
ア
イ
デ
ア
が
あ
っ
た
ら
提
供
願
い
ま

す
。

　

最
後
に
、
各
イ
ベ
ン
ト
の
様
子
を
写
真
で
ご
紹

介
し
ま
す
。
参
加
し
て
い
た
だ
い
た
皆
様
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
骨
を
折
っ
て
い

た
だ
い
た
ス
タ
ッ
フ
の
皆
様
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

魚
食
普
及
・
食
育
活
動

ゲストを招いての試食です
作った私たちも楽しみです（旭川2）

未来の調理師さんたち（旭川2）

旭川調理専門学校の本格的な厨房で料理（旭川2）

学生、スタッフ共々記念撮影（旭川2）
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お母さんできたね（赤井川）

ぷにゅぷにゅで気持ちいい（赤井川）

きれいに洗ってね（常呂） 普段やっていないので難しいです
（赤井川）

コンブの出汁入り味噌汁は
こっちね（函館）

お母さんの腕前を録画するね
（函館）

だいぶ勉強したので（旭川1）

ブリの骨は硬い（函館）

やったー（赤井川）

よくかき混ぜて（常呂）

よく見ていてね（江差）

漁師さんあがっている（旭川1）

強く押しても大丈夫だよ（江差）

会報を使って水産会のPR（函館）

食べているときは静かです（常呂）

新たなメニューブリの刺身
（函館）

先生も思わず笑顔（常呂）

やったー（江差）

反応しちゃうんです（函館）

美味しいよな（江差）スタッフも楽しみな試食会（旭川1）

今日一日楽しかったでーす（函館）
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北
海
道
漁
業
就
業
支
援
協
議
会
は
、
平
成
27
年
度
の
活

動
と
し
て
５
月
に
「
北
海
道
漁
業
就
業
支
援
フ
ェ
ア　

２
０
１
５�

in�

さ
っ
ぽ
ろ
」
の
開
催
、
6

−

11
月
研
修
生
と

の
面
談
の
実
施
及
び
12
月
一
般
社
団
法
人　

全
国
漁
業
就

業
者
確
保
育
成
セ
ン
タ
ー
主
催
の
「
漁
業
就
業
支
援
フ
ェ

ア　

２
０
１
５
（
東
京
会
場
）」
へ
の
出
展
等
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。
そ
の
他
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
、
電
話
、
面
談
等
に

よ
り
漁
業
就
業
に
関
す
る
情
報
の
収
集
や
提
供
な
ど
も
行

い
、
相
談
窓
口
と
し
て
の
機
能
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。

　

国
費
の
長
期
研
修
事
業
に
お
い
て
は
、
今
年
度
は
前
年

度
か
ら
の
継
続
研
修
生
が
12
名
（
前
年
度
６
名
）、
新
規
研

修
生
は
10
名
（
同
15
名
）
で
し
た
。
道
費
事
業
で
は
継
続

者
は
お
ら
ず
、
新
規
に
３
名
（
同
４
名
）
が
研
修
を
開
始

し
ま
し
た
。
国
費
研
修
生
４
名
は
７
月
ま
で
に
研
修
を
修

了
し
て
お
り
、
平
成
27
年
12
月
31
日
現
在
一
人
の
落
伍
者

も
な
く
、
国
費
事
業
は
18
名
が
、
道
費
事
業
は
３
名
が
研

修
を
継
続
中
で
す
。

　

な
お
、
今
年
度
最
後
の
漁
業
就
業
支
援
フ
ェ
ア
を
平
成

28
年
２
月
21
日
（
日
）
に
札
幌
市
で
開
催
す
る
予
定
で
す
。

漁師になりたい若者と浜をつなぐ活動
＝�北海道漁業就業支援協議会�＝

漁業就業支援フェアを告知するチラシ

北
海
道
水
産
会
「
食
育
・
魚
食
普
及
事
業
」		

　
　
　
　
　
　
　

初
の
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

　

平
成
27
年
12
月
12
日
（
土
）
に
、
釧
路
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
で
、
本

会
と
根
室
地
区
漁
協
青
年
部
連
絡
協
議
会
と
の
共
催
で
、
平
成
27

年
度　

全
道
ブ
ロ
ッ
ク
別
漁
協
青
年
部
幹
部
研
修
会
（
道
東
ブ
ロ
ッ

ク
）
で
講
演
会
が
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
会
は
、
平
成
22
年
度
か
ら
「
食
育
・
魚
食
普
及
研
修
会
・
料

理
教
室
」
事
業
に
よ
り
漁
業
士
会
、
漁
協
女
性
部
連
絡
協
議
会
、

漁
協
青
年
部
連
絡
協
議
会
と
の
共
催
で
、
こ
れ
ま
で
に
全
道
の
市
町

村
で
延
べ
63
回
料
理
教
室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
本
事
業
で
は
初
め
て
講
演
会
を
企
画
し
、
外
部
の
「
㈱

オ
ー
ロ
ラ
キ
ッ
チ
ン
、
南
極
料
理
人
の
西
村
淳
先
生
」
に
講
演
を
依

頼
い
た
し
ま
し
た
。
演
題
は
、「
ご
は
ん
に
し
よ
う
!
」
で
す
。
西

村
氏
は
南
極
で
の
男
達
の
魚
を
含
め
た
「
食
」
や
「
料
理
」
に
関
す

る
「
戦
い
」
を
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
講
演
さ
れ
ま
し
た
。

　

特
に
、
心
に
残
っ
た
言
葉
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
紹
介
致
し
ま
す
。

　

一
つ
は
、
世
界
的
に
、
温
暖
化
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
が
、
地
球
的

に
は
、
５
０
０
年
後
に
来
る
氷
河
期
が
恐
ろ
し
い
。

　

一
つ
は
、
人
間
は
、
70
％
の
力
で
良
い
、
立
ち
止
ま
る
、
見
直
す
、

引
き
返
す
事
も
大
切
で
あ
る
。

　

一
つ
は
、
食
育
と
は
、
大
切
な
人
に
食
事
を
作
っ
て
い
る
後
ろ
姿

を
見
せ
る
事
と
考
え
て
い
る
。

トピック 

南極料理人西村氏の講演（釧路）

研修会に参加した青年部員

左端が講演者の西村氏

2



10

　

協
議
会
で
は
、
漁
業
研
修
が
計
画
ど
お
り
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
の
確
認
（
進

行
管
理
）
と
研
修
中
の
課
題
を
聞
き
取
る
こ
と
を
目
的
に
、
長
期
研
修
生
に
対

し
て
面
談
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
平
成
26
年
度
か
ら
の
国
費
継
続
研
修
生
８
名
と
新
規
研
修
生
９
名

（
10
月
に
研
修
を
開
始
し
た
１
名
に
つ
い
て
は
新
年
度
に
行
う
予
定
）
お
よ
び

道
費
新
規
研
修
生
３
名
の
計
20
名
を
対
象
に
研
修
が
行
わ
れ
て
い
る
担
当
漁
協

で
面
談
を
行
い
ま
し
た
。
面
談
の
結
果
、
多
く
の
研
修
生
が
意
欲
的
に
研
修
を

続
け
て
お
り
、
研
修
は
計
画
ど
お
り
に
進
捗
し
て
い
ま
し
た
。

　

研
修
生
と
の
面
談
で
次
の
特
記
事
項
が
あ
り
ま
し
た
。

１�

．
漁
業
に
興
味
を
持
っ
た
き
っ
か
け
と
し
て
、
身
近
な
人
（
兄
弟
、
友
人
等
）

か
ら
の
情
報
で
漁
業
就
業
を
目
指
し
た
と
い
う
人
が
少
な
か
ら
ず
お
り
、
身

近
な
人
の
意
見
は
「
本
人
の
背
中
を
押
す
」
役
割
と
し
て
大
き
い
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

２�

．
ま
た
、
昨
年
度
も
同
様
の
傾
向
で
し
た
が
、
今
年
度
も
漁
業
種
類
や
地
域

を
選
ん
で
研
修
に
入
っ
た
人
は
意
外
と
少
な
く
、
フ
ェ
ア
で
の
親
方
の
対
応

が
決
め
手
だ
っ
た
と
い
う
人
が
多
い
こ
と
が
再
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
フ
ェ
ア

で
の
指
導
者
の
対
応
が
重
要
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

３�

．
研
修
中
の
労
働
に
対
し
て
、
肉
体
的

に
き
つ
い
と
感
じ
る
人
と
そ
う
で
も
な

い
と
感
じ
る
人
に
二
分
さ
れ
ま
し
た
が
、

要
因
と
し
て
漁
業
種
類
に
よ
っ
て
労
働

の
質
の
違
い
が
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ

ま
し
た
。

４�

．
生
活
環
境
と
し
て
医
療
施
設
の
有
無

は
重
要
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
研
修
生

は
概
ね
健
康
を
維
持
し
て
お
り
、
医
療

機
関
に
通
院
し
て
い
な
い
た
め
、
不
便

さ
を
感
じ
る
人
は
ほ
と
ん
ど
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
た
だ
し
、
耳
鼻
咽
喉
科
等

の
専
門
医
療
機
関
が
無
い
と
い
う
こ
と
に
は
不
安
を
感
じ
て
い
る
人
が
２
人

い
ま
し
た
。

５�

．
食
料
品
や
日
用
品
の
買
い
物
に
つ
い
て
も
、
現
在
は
ど
こ
の
地
域
に
も
コ

ン
ビ
ニ
が
あ
り
、
ま
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
安
く
買
い
物
が
で
き

る
こ
と
か
ら
、
漁
村
で
の
生
活
に
も
か
か
わ
ら
ず
大
き
な
不
満
に
は
な
っ
て

い
な
い
よ
う
で
し
た
。

６�

．
漁
労
は
労
働
時
間
が
長
く
、
肉
体
的

に
も
き
つ
い
労
働
の
た
め
、
独
身
者
は

食
事
を
用
意
す
る
の
が
面
倒
に
な
る
こ

と
が
あ
る
よ
う
で
す
。
そ
の
よ
う
な
時

に
は
外
食
し
よ
う
と
し
ま
す
が
、
都
会

と
は
異
な
り
食
事
処
を
確
保
で
き
ず
、
不

便
さ
を
感
じ
て
い
る
人
が
い
ま
し
た
。
漁

村
で
は
食
事
を
す
る
と
こ
ろ
が
極
め
て

少
な
く
、
か
つ
営
業
時
間
と
漁
師
の
食

事
時
間
と
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
も
あ
る
の
で

し
ょ
う
。

７�

．
独
立
型
研
修
の
期
間
は
３
年
の
た
め
、

２
回
、
３
回
と
面
談
を
重
ね
る
人
が
出

て
き
ま
す
が
、
彼
ら
は
会
う
ご
と
に
精

悍
な
顔
つ
き
に
変
化
し
て
い
く
こ
と
が

分
か
り
、
面
談
す
る
側
と
し
て
は
な
ん

だ
か
う
れ
し
く
な
っ
て
き
ま
す
。

　

な
お
、
今
年
度
面
談
し
た
研
修
生
の
う

ち
、「
道
外
か
ら
や
っ
て
き
て
研
修
生
に
な

っ
た
人
」
を
新
刊
冊
子
で
取
り
上
げ
、
特

集
し
ま
し
た
（
新
刊
行
物
紹
介
、
Ｐ
13
）。

長
期
漁
業
研
修
生
に
対
す
る
面
談
活
動
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平
成
27
年
12
月
５
日
（
土
）、
東
京
メ
ト
ロ
半
蔵
門
駅
直
結
ベ
ル
サ
ー
ル
半

蔵
門
で
開
催
さ
れ
た「
漁
業
就
業
支
援
フ
ェ
ア　

２
０
１
５（
東
京
会
場
）」（
一

般
社
団
法
人
全
国
漁
業
就
業
者
確
保
育
成
セ
ン
タ
ー
主
催
）
に
出
展
し
、
北
海

道
で
の
漁
業
就
業
相
談
の
窓
口
を
設
け
ま
し
た
。

　

協
議
会
等
を
含
め
た
出
展
団
体
総
数
は
63
（
漁
業
者
等
の
出
展
団
体
数
は

55
）、
来
場
者
は
２
９
９
名
と
い
う
多
く
の
人
が
来
ま
し
た
。
当
協
議
会
に
は

11
名
（
昨
年
度
は
10
名
）
が
訪
れ
、
北
海
道
で
の
研
修
・
就
業
に
強
い
意
欲
を

示
し
た
人
が
訪
問
者
11
名
中
４
名
い
ま
し
た
の
で
、
彼
ら
が
２
月
の
札
幌
フ
ェ

ア
に
参
加
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

漁
業
就
業
支
援
フ
ェ
ア　

２
０
１
５
（
東
京
会
場
）
へ
の
出
展

北海道漁業就業支援協議会のブース 説明を聞く大勢の来場者

就業相談をする来場者

ウェブサイトの訪問者
　北海道水産会のウェブサイトに併設している北海道漁業就業支援協議会のウェブサイトにスマートフォ
ン用のウェブサイトを追加開設してから協議会へのメールや電話の件数が増加しました。そこで、ウェブ
サイト利用の実態を調べてみました。
　北海道水産会のウェブサイトを訪問する人が利用しているOS（コ
ンピュータやスマートフォンなどのシステム全体を管理するソフ
ト）を調べてみると、Windows（主にパーソナルコンピュータで利
用されているOS）が約60％、iOS（アップル製のモバイル機器であ
るiPhoneやiPadのOS）が約19％及びAndroid（グーグル製のOSでス
マートフォンやタブレットに組み込まれている）が約19％でした（図
１）。Windowsの中には約2％のスマートフォンなどのモバイル機器
が含まれていますが、概略約６割がPCで、約４割がモバイル機器（ス
マートフォンなど）からの訪問者だということが分かります。
　次に、北海道水産会の訪問者が最初に見るページは北海道漁業就
業支援協議会の「漁師になるにはQ&A」が32％、同「トップページ」
が23％及び同「フェア情報」が20％で（図２）、訪問者の約７割５
分の人が最初に北海道漁業就業支援協議会のページを訪問している
ことが分かりました。
　訪問者のデータを分析すると「時代はPCからスマートフォンへ」が見えてきました。

図1.ウェブサイトを訪問者が利用しているOS

図2.ウェブサイトを訪問者が最初に入るページ
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◆  
北
方
地
域
漁
業
権
補
償
推
進
委
員
会
理
事
会
と
代
議
員
会
の

合
同
会
議
開
催

　

平
成
27
年
度
北
方
地
域
漁
業
権
補
償
推
進
委
員
会
の
理
事
会
及
び
代
議
員
会

の
合
同
会
議
を
11
月
26
日
に
開
催
致
し
ま
し
た
。

１
．
髙
橋
委
員
長
「（
一
社
）
北
海
道
水
産
会　

代
表
理
事
副
会
長
」
の
挨
拶

　

最
近
の
日
ロ
関
係
を
見
ま
す
と
、
な
ん
と
言
い
ま
し

て
も
、
今
年
中
の
プ
ー
チ
ン
大
統
領
の
訪
日
が
残
念
な

が
ら
実
現
し
な
い
方
向
と
な
っ
た
こ
と
で
す
。
来
年
５

月
に
開
催
さ
れ
ま
す
三
重
県
伊
勢
志
摩
サ
ミ
ッ
ト
の
前

で
の
調
整
と
い
う
こ
と
で
、11
月
の
首
脳
会
談
で
は
、「
最

も
適
切
な
時
期
」
に
実
現
す
る
方
針
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

従
来
よ
り
、
日
ロ
関
係
は
、
良
い
状
況
へ
行
こ
う
と
す
る
と
、
何
ら
か
の
ア

ク
シ
デ
ン
ト
が
あ
り
、
思
い
ど
お
り
に
行
か
な
い
こ
と
で
、
落
胆
し
て
お
り
ま

す
が
、
一
喜
一
憂
せ
ず
、
冷
静
に
状
況
を
見
つ
め
る
こ
と
も
大
切
で
す
。
ロ
シ

ア
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
問
題
に
加
え
、
シ
リ
ア
問
題
も
発
生
し

て
お
り
、
我
が
国
に
と
っ
て
良
い
環
境
と
は
言
え
な
い
状
態
で
す
。

　

し
か
し
、
要
望
活
動
に
お
い
て
は
、
誠
意
を
持
っ
て
粘
り
強
く
、
特
に
、
漁

業
権
補
償
問
題
は
、
国
内
問
題
で
あ
る
こ
と
を
主
張
し
、
補
償
問
題
の
解
決
の

実
現
を
よ
り
一
層
強
く
訴
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

ご
来
賓
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

２
．
合
同
会
議
に
お
け
る
審
議
は
、
次
の
と
お
り
と
な
り
ま
し
た
。

　

１
）
役
員
の
選
任
に
つ
い
て

　
　

�

副
委
員
長
に
、根
室
支
部　

支
部
長　

小
倉
啓
一
様
（
歯
舞
漁
協
組
合
長
）

が
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

２
）
平
成
26
年
度
事
業
報
告
及
び
収
支
決
算
に
つ
い
て

　
　

原
案
の
と
お
り
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

３
）
平
成
27
年
度
事
業
計
画
（
案
）
及
び
収
支
予
算
（
案
）
に
つ
い
て

　
　

原
案
の
と
お
り
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

４
）
要
望
事
項
の
実
施
に
つ
い
て

　
　

原
案
の
と
お
り
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

◆ 

北
方
地
域
漁
業
権
補
償
推
進
委
員
会
道
及
び
中
央
要
望

　

北
方
地
域
旧
漁
業
権
補
償
措
置
の
実
現
に
関
す
る
要
望
は
、
こ
れ
ま
で
、
60

年
以
上
に
亘
っ
て
毎
年
行
っ
て
お
り
ま
す
。
元
島
民
の
高
齢
化
に
伴
い
、
物
故

者
が
増
加
し
て
い
る
中
、
早
期
の
補
償
実
現
を
要
望
し
、
特
に
、
漁
業
権
問
題

は
国
内
問
題
で
あ
る
こ
と
、
北
方
四
島
が
返
還
と
な
れ
ば
、
即
、
漁
業
権
の
問

題
が
発
生
し
、
浜
で
の
混
乱
も
発
生
す
る
こ
と
、
ま
た
、
現
地
で
の
道
議
会
及

び
国
会
議
員
の
先
生
方
と
の
意
見
交
換
会
時
に
は
、
も
っ
と
元
島
民
の
話
を
聞

く
時
間
を
設
定
し
て
頂
き
た
い
こ
と
等
を
強
く
要
望
い
た
し
ま
し
た
。

　

要
望
先
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

　

11
月
26
日
に
、
道
議
会
議
長
及
び
副
議
長
、
北
方
領
土
対
策
特
別
委
員
会
委

員
長
、
水
産
林
務
委
員
長
、
水
産
林
務
部
長
、
北
方
領
土
対
策
局
長
、
ま
た
、

11
月
27
日
に
は
、
衆
議
院
及
び
参
議
院
沖
縄
及
び
北
方
問
題
に
関
す
る
特
別
委

員
会
委
員
長
と
理
事
及
び
委
員
、内
閣
府
副
大
臣
（
沖
縄
及
び
北
方
対
策
担
当
）

及
び
内
閣
府
大
臣
政
務
官
、
自
民
党
道
連
会
長
、
公
明
党
北
海
道
本
部
代
表
、

民
主
党

北
海
道

代
表
。

山崎水産林務部長への要望書提出

篠原北方領土対策局長への要望書提出

遠藤道議会議長、角谷北方委員長、
松浦水産委員長への要望書提出

合同会議の様子

北
方
地
域
漁
業
権
を
め
ぐ
る
活
動
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　冊子［北海道で漁師になろう 6　私たちは道外からやってきた漁業就業研修生です］
を発行しました。道外から本道に漁業就業した人を紹介しています。冬期間の厳しい
北海道になぜ移住してきたのか。なぜ、厳しい野外での作業である漁業を選択したの
か。北海道での漁師という職業に興味がある方は、彼らの生き方が参考になると思い
ます。この冊子で長期研修の内容を知り、あなたの漁業就業情報の一つに加えていた
だきたいと思います。ご希望の方には本冊子を無料で差し上げますので、お申し込み
ください。なお、北海道漁業就業支援協議会のウェブサイト（http://h-suisankai.
or.jp/conference/）にも全ページを掲載しています。
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